
モルタル造形でイタリア風のまちなみに
管理組合事務所が建つ、フィオーレ喜連川広場の角にあるゴ
ミ捨て場の雰囲気がいま一新されようとしています。モルタル
造形という景観工法を使って、本物そっくりのレンガ造り風ゴ
ミステーションの制作が現在進行中です。モルタルとは、砂と
水とセメントを混ぜたもので、統一感のある空間演出に効果
的なため、テーマパークなどで多く使われています。今回の企
画は、町の名であるフィオーレがイタリア語であることから、地
域の至る所にイタリア風の景観をつくり、見て歩いて楽しめる
まちをつくろうというもので、これが第１弾のモデルケースと
なりました。これを手がけたはやき風株式会社は、さくら市内
でこうした造形を広めることでまちの活性化を図っているよう
です。現在（3月19日時点）まだ制作途中で、今後レンガ色の
赤茶色に塗られ、3月中での完成を目指します。

その他にも、現在フィオーレでは景観づくりを意識した様々な
取組みが企画／実行されています！
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な
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女性消防団活動風景
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まちなみコンクール受賞記念看板
団地の入口にあるフィオーレ喜連川の看板の横に設置。昨年、
フィオーレ喜連川が第９回住まいのまちなみコンクールで「住
まいのまちなみ賞」を栃木県で初めて受賞した事を記念し、そ
の受賞賞金の一部で制作された。

草木のネームプレート
昨年12月、フィオーレ内の側道に立つ木々にネームプレートが
「うじいえ自然に親しむ会」によりつけられた。今後も自然豊か
なフィオーレを楽しめる景観づくりが期待される。

番地案内看板
近日設置予定。丁目と番地が表示されていて、フィオーレに遊
びに来た人や、新しい住民にとってわかりやすく親切な看板。
デザインも親しみやすい。

市の温泉ライダー撤退と今後の展開
さくら市は、2012年からさくら市で開催されてきたwizspo主催の温泉ライダーin SAKURAか
らの撤退を表明した。元々大震災復興推進基金の一部を利用して共催していたが、本年度で
交付が終了のため主導的立場での関わりを諦めたようだ。公道を封鎖しての自転車レースは
全国的に大変珍しいようで、本大会は県内外の自転車愛好家からの注目度も高く、イベントの
継続を望む声は依然として多い。そのため、現在民間主導に切り替えて継続する方向で話が
進められていて、市もできる限りサポートする意向のようだ。今後の展開に期待したい。
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